
熊本の統計情報 令和４年４月２１日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。

熊本市は日本一の〇〇だった！？

皆さんは各種メディアで「全国第〇位」等のランキングを見たことはありませんか？

とある番組では、ご当地の県民性を示すために、毎回のように家計調査の結果が引用されています。

今回は、そんな身近な家計調査から熊本市の支出金額及び購入数量の多いものをご紹介します。

資料：総務省家計調査（二人以上の世帯）品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市（川崎市，相模原市，浜松

市，堺市及び北九州市）ランキング（2019年（令和元年）～2021年（令和３年）平均）

家計調査は、一定の統計上の抽出方法に基づき選定された全国約9千世帯の

方々を対象として、家計の収入・支出、貯蓄・負債などを毎月調査しています。
このランキングは単身世帯を除いた二人以上の1世帯当たりのデータ、３年間の平均値

で比較したものです。

まずはマヨネーズ・マヨネーズ風調

味料。

なんと支出金額、購入数量共に１

位となりました！

実はこれまでマヨラーで有名だっ

たのは鳥取市でしたが

（2017～2019年の支出金額が１位

※左のグラフ参照）

2020年、2021年どちらも熊本市が

支出金額、購入数量共に１位となっ

たこと、2021年の鳥取市の支出金

額が控えめだったことから、３年平

均のランキングでも熊本市が１位と

なりました。

その他には、どのようなものがあ

るでしょうか。



問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・統計局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1

電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

合いびき肉も支出金額、購入数量共に１位

となりました！

下記の３品目は購入数量が１位でした。

鶏肉、即席麵は支出金額も２位！すいか

の支出金額は７位となりました。

支出金額と購入数量は比例しているもの

が多いのですが、時には違うものもあります。

例として平成29年のみかんを見てみましょ

う。

下記のグラフは左から順に支出金額の多い都市を並べました。

熊本市の支出金額は45位ですが、購入数量で見ると4位となります。

ランキングを見るときは、何を比較したものかということも重要になってきます。

このように支出金額だけでなく購入数量も把握できるのは、調査世帯の方々のご協力のおかげです。

（支出金額） （購入数量）

（購入数量） （購入数量） （購入数量）



熊本の統計情報 令和４年５月１２日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。

「景気動向指数」って知ってますか？

～ 「何、それ？？？ 知らんし・・・」という人のために ～

◆みなさんは、「景気動向指数」というものを聞かれたことがあるでしょうか？

◆どんな指数かと言うと、その名のとおり「景気の動向を示す指数」です。

◆この指数、実は、新聞等にもたまに出てくる、経済関係の業界ではまぁまぁ有名なものです。

【景気動向指数】

◆景気に敏感な、さまざまな経済部門（消費、生産、投資、労働等）から指標を選定して作成するもので、景気局面の判断や予

測等に活用されるものです。

◆「景気の量感（ボリューム）」を示すＣＩ（しーあい）と景気変動の「方向」を示すＤＩ（でぃーあい）があります。

◆また、ＣＩとＤＩそれぞれに、

先行指数 （景気変動に数か月先行）（日銀県内短観、新設住宅着工戸数、新規求人数 等）

一致指数 （景気変動とほぼ同時）（有効求人倍率、鉱工業生産指数、百貨店・スーパー販売額 等）

遅行指数 （景気変動に数か月遅れる） （消費者物価指数、法人事業税収入、常用雇用指数 等）

の３系列があります。

◆さて、用語の説明はこのくらいにして、実際のデータ（グラフ）を見てみましょう。

◆図１は、熊本県の景気動向指数（ＣＩ；先行、一致、遅行指数）をグラフ化したものです。

◆グラフを見ると、なんとなく景気に波があるのが分かりますよね。また、グラフの山谷部分をみると、なんとなく「先行指数」が一番左にあ

り、その右に「一致指数」、そのまた右に「遅行指数」という順になっている気がしませんか？（ちょっと強引かもしれませんが。）

◆なお、ＣＩは景気の量感を表しますが、リーマンショック後が一番深い谷（景気が悪い状態）になっており、今回の新型コロナウイル

ス感染症の影響がその次に深く（景気が悪く）なっていることが分かります。
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【図１】熊本県の景気動向指数（ＣＩ）

国の景気後退期 熊本県ＣＩ（先行） 熊本県ＣＩ（一致） 熊本県ＣＩ（遅行）

2020.1.16

新型コロナ

国内初確認

2016.4.14,16

熊本地震
2011.3.11

東日本大震災

2007.9月

リーマンショック

2001.9月

9.11テロ（米国）

1999.11月

山一証券経営破綻



問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・統計局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1

電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

◆今回は、熊本県の景気を長期的にみることで、「景気動向指数」を簡単に紹介しました。

◆もっと興味のある方は、熊本県のＷＥＢサイト（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/20/50350.html）をご覧

ください。（県のホームページのトップで、「ページ番号で探す」に「50350」を入れても、目的のサイトに飛びます。）

【補足】

◆今回は、「景気動向指数」を紹介しましたが、実は理由があります。それは、「景気動向指数」のサイトへのアクセス数

が少なく、せっかく頑張って作ってもほとんど誰も見てくれず、私の同僚の担当者がションボリしているからです！

◆この指数は出来上がりだけ見ると「ふ～ん。へー。」という感じの味気ないものですが、これを作るには、ものすごく労力がかかりま

す。いろいろなデータを集めて、「季節調整」やら「共通循環変動」、「系列個別変動」などの、その道のマニアでもあまり聞かないよう

な面倒な計算をしたうえに、「閾値」や「移動平均」等、さらにいくつもの計算を重ねてやっとできあがるものなのです。

◆ということで、ものすごく労力がかかってますので、「景気動向指数」に興味のある方やちょっとでも担当者をカワイソウだなと思われ

た方は、どうか気が向かれたら「景気動向指数」のサイトにアクセスしてみてください！ 是非是非よろしくお願いします！

◆次に、国との比較を行ってみましょう。

◆図２は、熊本県と国の景気動向指数（ＣＩ；一致指数）をグラフ化したものです。

◆グラフを見ると、熊本県の景気は、国とおおむね似たような動きをしており、熊本県のグラフの山谷も、国のそれとほぼ重なっているこ

とが分かると思います。

◆ただ、熊本県の景気は、２０１６年以降の数年間は、国より上向きに大きく振れており、この原因としては、熊本地震からの復

興需要の影響等が考えられます。
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【図２】熊本県と国の景気動向指数（ＣＩ；一致指数）

国の景気後退期 熊本県ＣＩ（一致） 国ＣＩ（一致）
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（金融危機）

2016.4.14,16

熊本地震



　今回は、令和３年（2021年）３月２６日に国が公表した 『 ２０２０年工業統計速報 』 にちなん
だテーマとして、“ 熊本県の製造業のいま ” について、簡単に触れてみたいと思います！

熊本の統計情報

令和３年（2021年）７月28日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。

－ …などが盛んな“ 熊本県 ” －
熊本県の主な産業を出荷額ベースでみると、【表１】のとおり、生産用機械、輸送用機械、食料品、

電子部品・デバイス・電子回路製造業となっています。

また、市町村別の状況をみると、【図１～４】のとおり、事業所数の23.2％、従業者数の19.5％

製造品出荷額等の16.0％、付加価値額の16.1％をいずれも熊本市が占めています。

【表１】事業所数、製造品出荷額等及び付加価値額の状況　（※従業者４人以上の事業所）

全国 全国 全国

順位 （百万円） 順位 （百万円） 順位

181,299 － 322,125,996 － 100,065,028 －

1,917 31 2,846,681 29 1,010,447 29

　従業者数　　 4人　～  29人 1,388 － 284,501 － 119,820 －

　　　〃　     30人　～ 199人 448 － 914,152 － 323,457 －

　　　〃　　 200人以上 81 － 1,648,027 － 567,171 －

食料品製造業 464 20 384,725 24 128,004 25

飲料・たばこ・飼料製造業 78 16 127,452 22 19,689 30

繊維工業 122 29 28,593 33 12,946 35

木材・木製品製造業（家具を除く） 120 12 43,534 27 13,600 27

家具・装備品製造業 46 33 9,972 35 3,419 35

パルプ・紙・紙加工品製造業 23 41 96,096 26 33,940 22

印刷・同関連業 84 29 34,443 27 15,213 27

化学工業 40 32 132,788 34 67,824 33

石油製品・石炭製品製造業 18 20 11,460 25 3,882 24

プラスチック製品製造業 99 30 127,865 26 57,715 24

ゴム製品製造業 16 27 74,199 17 13,813 24

なめし革・同製品・毛皮製造業 1 46 x x x x

窯業・土石製品製造業 151 27 82,282 30 35,809 31

鉄鋼業 26 34 57,623 32 14,493 32

非鉄金属製造業 14 36 39,877 34 13,397 35

金属製品製造業 181 31 177,670 27 81,885 24

はん用機械器具製造業 29 39 8,907 44 3,728 43

生産用機械器具製造業 150 31 487,017 17 196,653 13

業務用機械器具製造業 14 33 11,193 37 4,759 37

電子部品・デバイス・電子回路製造業 46 30 342,004 15 147,920 12

電気機械器具製造業 57 32 143,808 27 56,966 23

情報通信機械器具製造業 4 41 x x x x

輸送用機械器具製造業 82 30 396,348 25 75,724 27

その他の製造業 52 35 11,750 39 5,305 39

<凡例>「x」：統計上の秘密保護の観点から内容を秘匿したもの 出典：「2020年工業統計速報」

事業所数 製造品出荷額等 付加価値額

規

模

別

産

　

業

　

中

　

分

　

類

　

別

全　国　計

熊　本　計

事業所数　　      ＝　2020年6月1日時点

製造品出荷額等　＝　2019年1～12月の1年間

付加価値額　　　＝　2019年1～12月の1年間



【図３】製造品出荷額等の上位10市町村（※従業者4人以上の事業所） 【図４】 付加価値額の上位10市町村 （※従業者4人以上の事業所）

出典：「熊本県の工業 ～ 2020年工業統計調査結果（速報）～」 出典：「熊本県の工業 ～ 2020年工業統計調査結果（速報）～」

出典：「熊本県の工業 ～ 2020年工業統計調査結果（速報）～」 出典：「熊本県の工業 ～ 2020年工業統計調査結果（速報）～」

【図１】 事業所数の上位10市町村 （※従業者4人以上の事業所） 【図２】 従業者数の上位10市町村 （※従業者4人以上の事業所）

－ －
・「事業所数」をみると、23.2％を熊本市が占め、次いで、八代市、天草市の順となっています。 【図１】

・「従業者数」をみると、19.5％を熊本市が占め、次いで、菊池市、八代市の順となっています。 【図２】

・「製造品出荷額等」をみると、16.0％を熊本市が占め、次いで、合志市、八代市の順となっています。 【図３】

・「付加価値額」をみると、16.１％を熊本市が占め、次いで、合志市、八代市の順となっています。【図４】

以上、簡単に熊本県の現状をご紹介しましたが、いかがだったでしょうか？

今回ご紹介したものの他、『本県の主要品目』や『市町村別の出荷額の構成比』

など、この統計から色々なことがわかります。ぜひＨＰをのぞいてみてください！

<県ＨＰ> https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/20/96368.html
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問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1

電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp



熊本の統計情報 令和３年9月24日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。

問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1

電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

統計グラフ出前授業の実施要領などは、県ホームページに掲載しています。

「統計グラフ学習出前授業を実施します！」（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/20/101300.html）

統計グラフ出前授業のご紹介

近年の情報化社会において、必要なデータを収集・分析し、その傾向を踏まえ

て課題を解決する力を身に着けることはますます重要になってきています。

熊本県統計調査課では、統計データやグラフに慣れ親しんでもらうとともに、統

計に関する学習を支援するため、児童を対象とした出前授業を実施します。

出前授業は、申し込みを受け、統計調査課の職員が各学校に出向いて行いま

す。

【対象】

県内の小学校及び義務教育学校の４、５年生

【授業の内容】

県統計調査課が作成した統計教育副読本

「データからみる熊本のすがた」を使い、次の内容を基本に

授業を行います。

（１）「統計」とは何かを知る

（２）事例を挙げ統計を身近なものであると気づく

（教科の平均点、気温の変化）

（３）熊本県の統計データを知る（人口、産業、気象等）

（４）演習 (平均気温の比較)、ミニクイズ



熊本の統計情報 令和3年10月8日

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページ

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。

「平成３０（２０１８）年度県民経済計算」について

県民経済計算は、国民経済計算に準拠した「標準方式」や「ガイドライン」に基づき、都道府

県ごとに推計を行っており、熊本県では平成３０（２０１８）年度の概要を令和３年（２０２１年）１

月２８日（木）に、報告書を令和３年（２０２１年）３月１０日（水）に公表しました。

また、全都道府県の推計結果が出そろったことから、この８月に内閣府において「平成３０（２

０１８）年度県民経済計算について」が公表されました。今回は、これを紹介します。

【「平成３０（２０１８）年度県民経済計算について」はこちら】

・内閣府（経済社会総

合研究所）の公表資料

の「表紙」は、こんな感

じです。



・３ページ以降に、全都道

府県や地域別の「県内総生

産額」、「経済成長率」等が

掲載されています。

熊本県はここ！



・ニュースなどでよく話題にな

る「１人当たり県民所得」は、５

ページ目に載っています。

熊本県はここ！



問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1

電話：096-333-2174 ／Ｆａｘ：096-384-7544 ／メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

この統計資料は、内閣府のホームページからダウンロードできます。
URL：https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/e_rnote/menu.html

熊本県や全都道府県の県民経済計算について、より詳しく理解する手がかりになれば幸い

です。

・９ページ目には「国際比較

表」も載っています。

・「熊本県」は、中央ヨーロッパ

の「スロベニア」 と同じくらい

の経済規模だということが分

かります。



 

 

 

 

 

 

～ 令和２年度 学校保健統計調査結果 ～ 

学校保健統計調査は、学校における幼児、児童及び生徒の発育及び健康の状態を明らかにする

ことを目的として、昭和２３年度から毎年実施されており、令和２年度で７３回目となります。 

県では、令和３年８月に「令和２年度学校保健統計調査結果（確報）」を公表しましたので、そ

の調査結果のうち発育状態調査結果について御紹介します。 

 

発育状態調査結果（熊本県分）の概要 

※例年、調査時期は４月～６月ですが、令和２年度は新型コロナウイルス感染対策のため、令和２年４月～令和３年３

月に延長して実施されており、過去の数値と単純比較はできませんが、概要は以下のとおりです。 

１ 身長（平均値）について 

（１）前年度との比較（図１、表１） 

男子は、５歳～１７全ての年齢区分で前年度を上回りました。女子は、１４歳、１５歳の２ 

  区分で前年度を下回った以外は、残り１１区分で上回りました。この１０年間の推移でみると、 

  概ね横ばいで推移していましたが、当年度は７歳～１１歳で上回る傾向が見られています。 

（２）男女の比較（図２、表 3） 

９歳、１０歳、１１歳で女子が男子を上回り、それ以外の区分では、男子が女子を上回りま

した。 

（３）全国値との比較（表４） 

男子は、１区分で全国値を上回り、２区分で全国値と同じ、１０区分で全国値を下回りま 

した。女子は、３区分で全国値を上回り、１区分で全国値と同じ、９区分で全国値を下回り 

ました。 

２ 体重（平均値）について 

（１）前年度等との比較（図 3、表２） 

男子は、１１歳をピークに、すべての区分で前年度を上回りました。女子は、１５歳以降 

で前年度と同じか下回った以外は、１０歳をピークに前年度を上回りました。この１０年間 

の推移をみると、ほぼ横ばいとなっていましたが、当年度は男女とも８歳～１３歳で上回る 

傾向が見られています。 

（２）男女の比較（図４、表３） 

７歳で女子が男子を上回りましたが、それ以外の区分では、男子が女子を上回りました。 

（３）全国値との比較（表４） 

男子は、８区分で全国値を上回り、１区分で全国値と同じ、４区分で全国値を下回りまし 

た。女子は、１０区分で全国値を上回り、１区分で全国値と同じ、２区分で全国値を 

下回りました。 

熊本の統計情報   

令和３年１０月 27 日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

 随時､色々な統計に関する話題・データを紹介します。 
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表１ 身　　　　長　（県平均10年間比較表）

（単位：ｃｍ）

区分 男 女

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 幼稚園 小学校 中学校 高等学校

年度 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

（H2） 110.6 116.5 122.3 127.9 132.7 138.3 143.8 150.0 157.7 163.9 167.6 169.3 169.9 109.9 116.0 121.7 126.8 132.7 139.1 146.1 150.9 154.5 156.2 157.0 157.2 157.9

H22 110.7 116.7 122.8 128.1 132.8 138.6 145.2 152.5 159.7 164.0 167.8 169.6 170.0 110.1 115.6 121.9 127.5 133.6 140.8 147.0 152.0 155.1 156.8 156.7 157.8 158.3

23 110.3 116.2 122.4 128.0 133.3 138.8 145.4 152.2 159.2 164.3 167.8 169.8 170.3 109.6 115.7 121.4 128.1 134.1 139.7 146.4 151.6 154.7 156.0 157.3 157.2 157.6

24 110.3 116.2 122.6 128.4 133.9 138.6 144.2 152.1 159.8 164.5 168.0 168.7 170.6 109.7 115.5 121.6 127.5 133.4 140.1 146.8 152.1 154.8 156.5 156.9 157.5 158.0

25 110.2 116.7 122.2 127.6 133.2 138.6 144.3 152.6 159.2 164.7 168.6 169.4 170.6 110.0 115.4 121.3 127.0 133.7 140.0 146.5 152.1 154.4 156.4 157.1 157.3 157.6

26 109.9 116.2 122.5 128.1 133.4 138.8 145.1 151.8 158.9 164.7 167.4 169.6 170.7 109.2 115.1 121.2 126.7 133.5 140.0 146.3 152.1 154.3 156.0 156.5 157.3 157.5

27 109.7 116.5 122.2 128.1 133.0 138.1 144.9 152.5 159.1 165.0 168.1 168.9 170.7 109.2 114.9 121.9 127.7 132.8 140.5 146.6 151.6 154.6 156.1 156.4 157.1 157.3

28 110.6 116.3 122.4 127.8 133.9 138.5 144.5 152.9 159.5 164.7 168.2 169.4 170.1 109.4 116.0 121.3 127.4 133.5 140.8 147.3 151.7 154.8 155.9 156.9 157.7 157.2

29 109.9 116.0 122.1 128.0 133.1 138.5 145.3 152.3 159.5 164.2 167.9 168.8 170.4 109.3 115.4 121.0 127.1 133.0 140.1 146.0 151.4 154.8 156.4 157.3 157.8 157.1

30 109.8 116.5 122.2 127.6 133.1 138.8 144.9 152.7 159.3 165.2 168.1 169.4 170.7 109.1 115.4 121.1 127.0 133.0 139.7 147.1 151.8 154.4 156.7 157.1 157.3 157.4

R1 110.3 116.6 122.5 127.7 133.3 139.1 144.8 152.9 159.6 164.8 168.2 169.5 170.1 109.4 115.3 121.3 126.9 133.8 139.5 146.6 151.6 154.3 156.3 157.0 157.3 156.9

R2 110.8 116.9 123.1 129.2 134.4 140.1 146.6 153.6 160.2 165.1 168.5 170.1 170.6 109.8 116.2 123.0 128.3 134.7 141.8 147.6 152.1 155.2 156.1 156.8 158.0 157.5

対前年度
増減

0.5 0.3 0.6 1.5 1.1 1.0 1.8 0.7 0.6 0.3 0.3 0.6 0.5 0.4 0.9 1.7 1.4 0.9 2.3 1.0 0.5 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.2 0.7 0.6

対H22年度

増減
0.1 0.2 0.3 1.1 1.6 1.5 1.4 1.1 0.5 1.1 0.7 0.5 0.6 ▲ 0.3 0.6 1.1 0.8 1.1 1.0 0.6 0.1 0.1 ▲ 0.7 0.1 0.2 ▲ 0.8

表２ 体　　　　重　（県平均10年間比較表）
（単位：ｋｇ）

区分 男 女

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 幼稚園 小学校 中学校 高等学校

年度 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

（H2） 19.1 21.5 23.7 27.0 30.2 33.5 36.9 41.8 48.0 53.0 57.9 60.5 60.7 18.6 21.3 23.5 26.0 29.8 33.5 38.5 43.0 47.1 49.5 51.7 52.3 52.5

22 19.1 21.9 24.4 27.4 31.0 34.1 39.3 43.9 49.5 52.5 58.5 61.6 63.0 19.0 21.2 23.8 27.0 30.6 34.6 39.1 44.1 47.6 50.4 51.0 52.6 53.3

23 18.8 21.3 24.3 27.3 30.8 34.2 38.9 44.0 48.8 53.6 58.7 61.1 62.7 18.5 21.2 23.4 27.0 30.4 33.9 39.1 44.4 47.7 50.0 51.4 52.1 53.6

24 19.0 21.5 24.2 27.8 31.5 34.1 37.5 44.1 49.0 53.7 58.0 59.7 63.0 18.8 21.0 23.8 26.9 30.1 34.1 39.9 44.8 47.5 50.4 52.5 53.0 53.2

25 18.8 21.7 24.1 27.4 30.8 34.1 38.0 44.0 49.3 54.2 60.0 61.7 63.3 18.7 21.0 23.6 26.6 30.4 34.0 39.6 44.5 47.3 50.1 52.2 53.5 53.2

26 18.7 21.4 24.0 27.1 30.6 34.4 38.2 43.8 48.9 54.2 59.4 60.4 63.3 18.4 20.8 23.6 26.2 30.1 34.1 38.9 44.5 47.1 50.9 52.4 53.1 53.3

27 18.6 21.4 23.9 27.2 30.8 33.4 38.2 44.2 48.7 54.1 57.5 60.8 62.8 18.6 21.0 23.8 27.0 29.8 34.5 38.9 44.1 47.5 50.3 52.0 53.0 52.8

28 19.3 21.2 24.4 27.3 31.6 34.2 38.0 45.0 49.2 53.9 58.9 60.8 63.4 18.4 21.2 23.9 26.8 30.5 34.7 40.2 44.5 47.6 50.1 52.4 53.2 53.4

29 19.0 21.5 24.2 27.5 30.8 34.1 38.6 44.3 48.5 53.7 58.7 60.0 62.6 18.7 21.0 23.3 26.6 29.7 34.0 38.6 44.3 47.1 50.3 52.2 53.6 53.2

30 18.7 21.8 24.3 27.3 30.3 34.4 38.2 44.5 48.9 54.3 59.4 60.7 63.5 18.3 21.0 23.6 26.7 30.2 34.2 39.8 44.2 47.4 50.4 52.2 51.8 53.1

R1 18.9 21.7 24.4 27.7 31.1 34.9 38.5 44.8 49.0 54.1 58.9 60.2 62.1 18.7 21.1 23.9 26.7 30.7 34.0 39.4 44.3 47.5 50.2 51.9 52.5 52.5

R2 19.1 22.0 24.7 28.9 32.7 36.3 40.8 46.1 50.3 54.8 59.8 61.5 63.8 18.8 21.5 24.9 27.5 31.5 36.1 40.6 44.4 48.6 51.0 51.8 52.5 52.5

対前年度
増減

0.2 0.3 0.3 1.2 1.6 1.4 2.3 1.3 1.3 0.7 0.9 1.3 1.7 0.1 0.4 1.0 0.8 0.8 2.1 1.2 0.1 1.1 0.8 ▲ 0.1 0.0 0.0

対H22年度

増減
0.0 0.1 0.3 1.5 1.7 2.2 1.5 2.2 0.8 2.3 1.3 ▲ 0.1 0.8 ▲ 0.2 0.3 1.1 0.5 0.9 1.5 1.5 0.3 1.0 0.6 0.8 ▲ 0.1 ▲ 0.8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



男 女 男 女

幼
稚
園

５歳 110.8 109.8 1.0 19.1 18.8 0.3

６歳 116.9 116.2 0.7 22.0 21.5 0.5

７歳 123.1 123.0 0.1 24.7 24.9 ▲ 0.2

８歳 129.2 128.3 0.9 28.9 27.5 1.4

９歳 134.4 134.7 ▲ 0.3 32.7 31.5 1.2

１０歳 140.1 141.8 ▲ 1.7 36.3 36.1 0.2

１１歳 146.6 147.6 ▲ 1.0 40.8 40.6 0.2

１２歳 153.6 152.1 1.5 46.1 44.4 1.7

１３歳 160.2 155.2 5.0 50.3 48.6 1.7

１４歳 165.1 156.1 9.0 54.8 51.0 3.8

１５歳 168.5 156.8 11.7 59.8 51.8 8.0

１６歳 170.1 158.0 12.1 61.5 52.5 9.0

１７歳 170.6 157.5 13.1 63.8 52.5 11.3

高
等
学
校

表３　　　　　　　　　　　　　男女比較（県平均値）

 区　　分
 身　　長 (cm) 体　　重(kg)

差（男－女） 差（男－女）

小
学
校

中
学
校

 身　　長 (cm) 　　　　　　　　体　　重(kg)

県 全国 差（県－全国） 県 全国 差（県－全国）

幼
稚
園

５歳 110.8 111.6 ▲ 0.8 19.1 19.4 ▲ 0.3

６歳 116.9 117.5 ▲ 0.6 22.0 22.0 0.0

７歳 123.1 123.5 ▲ 0.4 24.7 24.9 ▲ 0.2

８歳 129.2 129.1 0.1 28.9 28.4 0.5

９歳 134.4 134.5 ▲ 0.1 32.7 32.0 0.7

１０歳 140.1 140.1 0.0 36.3 35.9 0.4

１１歳 146.6 146.6 0.0 40.8 40.4 0.4

１２歳 153.6 154.3 ▲ 0.7 46.1 45.8 0.3

１３歳 160.2 161.4 ▲ 1.2 50.3 50.9 ▲ 0.6

１４歳 165.1 166.1 ▲ 1.0 54.8 55.2 ▲ 0.4

１５歳 168.5 168.8 ▲ 0.3 59.8 58.9 0.9

１６歳 170.1 170.2 ▲ 0.1 61.5 60.9 0.6

１７歳 170.6 170.7 ▲ 0.1 63.8 62.6 1.2

幼
稚
園

５歳 109.8 110.6 ▲ 0.8 18.8 19.0 ▲ 0.2

６歳 116.2 116.7 ▲ 0.5 21.5 21.5 0.0

７歳 123.0 122.6 0.4 24.9 24.3 0.6

８歳 128.3 128.5 ▲ 0.2 27.5 27.4 0.1

９歳 134.7 134.8 ▲ 0.1 31.5 31.1 0.4

１０歳 141.8 141.5 0.3 36.1 35.4 0.7

１１歳 147.6 148.0 ▲ 0.4 40.6 40.3 0.3

１２歳 152.1 152.6 ▲ 0.5 44.4 44.5 ▲ 0.1

１３歳 155.2 155.2 0.0 48.6 47.9 0.7

１４歳 156.1 156.7 ▲ 0.6 51.0 50.2 0.8

１５歳 156.8 157.3 ▲ 0.5 51.8 51.2 0.6

１６歳 158.0 157.7 0.3 52.5 51.9 0.6

１７歳 157.5 157.9 ▲ 0.4 52.5 52.3 0.2

女

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

表４　　　　　　　　　　　県平均値と全国平均値との比較

 区　　分

男

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班  

〒862-8570 熊本市中央区水前寺 6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 



 

                     熊本の統計情報   令和 3年（2021年）11月３０日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

随時、色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

 

「令和３年社会生活基本調査」を実施しました！ 

国、県では、令和３年１０月２０日（水）を調査日として、「令和３年社会生活基本調査」を実施し

ました。実施に当たり、調査にご協力いただいた皆様方に深く感謝を申し上げます。 

この調査は、国が実施する統計調査のうち統計法（平成１９年法律第５３号）において特に重要

なものとされる「基幹統計調査」として、昭和５１年以降５年ごとに実施しており、今回が１０回目

の調査となります。熊本県内では、３４市町村、１７０４世帯の１０歳以上の世帯員を対象として実

施しました。 

調査の目的は、わたしたちが１日にどのくらいの時間を、仕事、家事、地域での活動に費やして

いるか、また、過去１年間に、スポーツ、趣味・娯楽、ボランティア活動など、どのような活動を行

ったかを調査し、国民の社会生活の実態を明らかにすることです。 

調査結果は、各種行政施策の策定時（仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進、男

女共同参画社会の形成等）に活用されます。また、民間、大学、研究所においてもさまざまな用

途で利用されているところです。 

本調査の調査項目は多岐にわたり、「世帯員に関する設問」（氏名・年齢・教育・健康状況・介護

の状況）から、「仕事に関する設問」（就労状況）、「学習・自己啓発、ボランティア活動に関する設

問」（記入者の自主的な活動状況）、そして「趣味・娯楽」（自由時間）に関する項目があり、さらに、

「指定された２日間の一日の生活時間の配分」においては、「睡眠」、「食事」、「家事」、「休養・くつ

ろぎ」などに１日の行動に費やした時間を３０分単位で記入します。これにより、わたしたちがど

の行動にどれくらいの時間を費やしたのかがわかります。 

さらに、設問の中に「テレワーク」があり、新型コロナ感染症の感染拡大により、どれくらいの

人たちがテレワークを行っていたかを把握できる調査でもあります。 

なお、調査結果は、令和４年９月頃と１２月頃の２回に分けて公表される予定です。 

それでは、これまでに実施された調査でどのような結果が出ているのでしょうか。統計局が

「都道府県ランキング」として、特徴的な項目について、都道府県ごとの順位をまとめたものが公

表されていますので、その一部をご紹介します。 
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「社会生活基本調査から分かる都道府県ランキング」（総務省統計局） 

 平成２３年（2011 年） 平成２８年（2016年） 

全国順位 都道府県 時間.分 全国順位 都道府県 時間.分 

（１）睡眠時

間 

１位 秋田県 8.02 １位 秋田県 8.02 

９位 熊本県 7.51 １９位 熊本県 7.44 

47位 神奈川県 7.31 ４７位 埼玉県 7.31 

（２）１日当たり

の通勤・通学時

間 

1 位 神奈川県 1.40 １位 神奈川県 1.45 

３１位 熊本県 0.57 ２６位 熊本県 1.03 

４７位 宮崎県 0.50 ４７位 大分県 0.57 

（３）１日当

たりの就業

時間 

１位 鹿児島県 6.25 １位 熊本県 6.26 

１３位 熊本県 6.10 ４７位 東京都 5.39 

４６位 三重県 

愛媛県 

5.47    

（４）平日に

おける平均

帰宅時間 

１位 徳島県 18：02 １位 高知県 18：０９ 

２３位 熊本県 18：36 ２３位 熊本県 18：37 

４７位 東京都 19：45 ４７位 神奈川県 19：16 

（５）一日当た

りのテレビ・ラ

ジオ・新聞・雑

誌の時間 

１位 北海道 2.47 １位 北海道 2.38 

２１位 熊本県 2.30 １７位 熊本県 2.23 

４７位 東京都 2.10 ４７位 東京都 1.55 

（６）平日に

おける平均

就寝時刻 

１位 東京都 23：41 １位 京都府 23：34 

１４位 熊本県 23：07 ２４位 熊本県 23：02 

４６位 秋田県 22：35 ４７位 秋田県 22：33 

（１）１日当たりの睡眠時間（１０歳以上、土日を含む週全体の平均） 

（２）1 日当たりの通勤・通学時間（１０歳以上の「通勤・通学」をしている人、平日の平均） 

（３）一日当たりの就業時間（１日当たりの仕事時間、１５歳以上の有業者、土日を含む週全体の平均） 

（４）平日における平均帰宅時間（１５歳以上の男女の平日における平均帰宅時刻） 

（５）一日当たりのテレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間（１０歳以上、土日を含む週全体の平均） 

（６）平日における平均就寝時刻（１０歳以上、平日における平均就寝時刻） 

上記のように、平成２３年と２８年の本県の数字を比較すると、（１）睡眠時間」は７分減少、（２）

通勤・通学時間は６分増加、（３）一日当たりの就業時間は１６分の増加、（４）平日における平均帰

宅時間は１分遅くなり、（５）テレビ・ラジオ等の時間は７分減少、そして（６）平日における平均就

寝時刻は５分早まっています。 

（３）一日当たりの就業時間は、平成２３年が全国１３位であったのが、平成２８年は全国１位と

なりました。 

さて、この調査は各国でも同様の調査が行われており、国際比較ができるようになっていま

す。そこで、フランスと日本の結果の表を比べてみましょう。どのような違いが出ているでしょう

か。 

調査の実施年は、フランスは２００９年～２０１０年で、日本が平成２８年（201６年）です。また、 

調査客体数はフランス（海外県、海外領土を除く本土）が 11,000 世帯で、日本が ８８，０００

世帯です。 
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一日の主な生活時間の時間の違い （時間.分）                                                                                                                       

フランス（２００９年～１０年）  日本（２０１６年） 

睡眠 8.30  睡眠 7.40 
身の回りの用事 1.02  身の回りの用事 1.22 
食事 2.13  食事 1.40 
仕事 2.27  仕事 3.33 
通勤・通学 0.24  通勤・通学 0.34 
学業 0.24  学業 0.42 
家事・料理・洗濯・買い物 2.15  家事 1.23 
育児・介護 0.23  介護・看護 0.04 
日曜大工 0.14  育児 0.15 
庭仕事・ペットの世話 0.18  買い物 0.26 
テレビ 2.06  移動（通勤・通学を除く） 0.29 
読書 0.18  テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 2.15 
散歩 0.17  休養・くつろぎ 1.37 
ゲーム、インターネット 0.33  学習・自己啓発・訓練（学業以外） 0.13 
会話・電話・メール 0.19  趣味・語学 0.47 
スポーツ 0.09  スポーツ 0.14 
交際・付き合い 0.29  ボランティア活動・社会参加活動 0.04 
   交際・付き合い 0.17 
（出典）日本：総務省統計局公表資料  

「平成２８年社会生活基本調査」 ―生活時間に関する結果― 

     対象：１０歳以上、週全体平均 

    フランス：INSEE（国立統計経済研究所）公表資料  

« Enquête Emploi du temps 2009-2010 » 

  対象：１５歳以上、週全体平均、フランス本土在住者 

 

 両国で発表されている項目をそのまま掲載しましたので、各項目を構成する項目が異なって

いるため単純比較が困難な場合がありますが、例えば基本的な項目である「睡眠」や「食事」を見

てみると、フランス人は日本人よりも約 50 分睡眠時間が長く、そして、約３０分食事に多く時間

をかけていることがわかります。統計表を細かく見て行けば、それぞれの国民の生活様式の類

似点や相違点が把握できます。 

令和３年調査では、どのような結果が出るのでしょうか。新型コロナウイルス感染症により在

宅時間が長くなる傾向にある期間に実施されたため、国民の日常生活にどのような影響を与え

たのか、その結果は大いに注目されるものとなりそうです。 

 
問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班  

〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1 

電話：096-333-2174／Fax：096-384-7544／ 

Mail：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 

 




